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り ， 痛 いにかかったりしているところを 見ると，その 神様の住む所に 行くのだと思います・ 
ですから，先祖のほうに 向けて供養してもらっても ，私はお供え 物を受け取ることもでき 
ません・私は 神様の住む所に 仲間入りするのだと 思います・そう 思いながら， 今 死ぬとこ 
ろなのですよ・ 
と，一人の平賀の 長者が，一人，話しながら ，人生のなかぼで 亡くなったことが ，このよ 
うなことが伝説になっているのです・この 砂流の村の奥の 方，神の山の 上まで登った 人が， 
人生のなかばで 亡くなったことが ，「お話」と 言われています・ 昔話だかお話だか ， 今は 
もうその時から 幾年も経っているものですから ，昔話として 語られるのではないかしら． 
これでおしまいですよ ，オワ リ ! 
雪 狐の兄弟の話 
・ 雪狐 ( ェソ イタチ ) の兄弟が暮らしていた 話で，昔話として 語られたのを ，今からお話し 
いたします． 
私は雪狐の神です・ 兄がいて，二人で 一緒に暮らしていましたが ，下流の方にも 人が大 
勢住む村があ りました・上流の 方にも人が大勢住む 村があ りました・家の 上を道が通って 
いて， これだけが不満なことでした． 
そうしているうちに ， もう私はだんだんに 大きくなりました．兄も 一人双の若者になっ 
ていたのですが ， あ るとき， 兄がどこかへ 出ていきました．私がめたんしていたすきに ， 
兄が出かけてしまいました・そして 見ますと， まさかそのようにすると 思いませんでした 
が，兄は上流の 長者，村長に 化けて，村の 下流の村長に 一人の娘さんがあ りましたが，そ 
の娘さんが山で 薪 とりしていたのを ，そこに行って ，人間に化けて ，その娘さんを 欲しい 
と 言いたくて，向かって 行っているのが 見えました  
私はびっくりしましたので ，それから，走って 行きました．行きながら ，大きな 犬 ，雄の 
犬に化けて，それから 一目散に走って ，ずんずん行って ，兄が今にも 娘さんのところまで 
行きそうになっていますが ，その先回りをして ，その娘さんのところに 着きました・ 私が 
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見 より先に着いて ， ピョンピョン 跳ねて娘さんにとびつき ， とびつきしていますと ，その 
うちに兄がやって 来て，私の手前に 立って見ています・それから 兄は，どうしたらいいか ， 
しばらく私の 素性を一心に 探りながら立っていましたが ，それから，怒ってくるっと 向き 
をかえて， 戻っていく様子なので ，私はまた山を 回って， それから一目散に 走って帰り， 
先に家に着いて ， もとのとおりにして 何くわぬ顔をしていました・するとそこに 兄が帰っ 
て来ました・ひどく 口をとがらせて ，帰って来て ，そして家に 入って坐りました・ 
それからまた 私達はしばらく 暮らしていました・ もうあ のときから，だいぶ 経っていま 
した．あ るとき，また 兄が外へ出て 行ったのに私は 気がつきませんでした・ ゆたわしてい 
ましたら，また 兄はと ぴ 出して行ってしまったらしいのです・ 私は後から透視して 見てみ 
ますと，やはりまた ，兄は村の下流の 方へ下りて行って ，村長の一人娘の 魂を抜き取って ， 
帰って 来 つつあ るのが， (見えました ) 後ろの方に見えました・ 
私はとてもびっくりしましたので ，また走って ，家から一目散に 走って，下流の 方へ下 
って行きました・ 村のずうっと 下流の方へ下って 行って，ちようど 私の家とその 村のまん 
まん中に兄が 来ており，私の 方に向かって 来ている様子です・ 私は，人間の 若者に化けて ， 
一目散に走って 行きました・ 
わき へよけながら ，人間の魂，死んだ 人の魂の玉を 持っている兄の 手を，ぴし ゃ りと強 
くたたきました．すると ，兄はその五粒，死者の 玉粒を落としました・ですから 私は， そ 
の 死者の玉粒を 拾って，それから 兄に代わって 走って， どんどん下りて 行って，その 人
が大勢住む村に 着きました・ 村の中央に山ほどの 大きな家があ りました・そこで 泣き声が 
激しく聞こえます． けれども私はすぐに 家の中にとび 込みました・すると 古庄に死者が 延 
べられていました． 
そしてその家の 者がその死者に 手を当て泣いていますので ，「ど う したのですか ， どう 
したのですか・」とたずねますと ，村長さんが 泣きながらこ う 言いました・「実は 私の娘が， 
私にほたった 一人しか娘がいませんでしたのに ，その娘が何にもひっかかりもせず ，病気 
にもならないで 元気でいましたのに ，今日になって 急に死んで倒れてしまったのです・そ 
れからどんなにおまじないしても ，どんなにお 祈り， 村 じゅうに住む 長者方が集まって ， お 
祈りしたり，死体を 上からたたいたりしても ，生き返らせることができなくて ，このとお 
り娘のなきがらの 上に手をあ てて泣いているのです・」と ，村長さんが 泣きながら言いま 
した・それで 私は，「それならさあ 早く，死者の 着ているものを 解きなさい，解きなさいし 
と言いました． 
そしてそれから ，私が言ったとおりに ，みんな大あ わてで，その 死んだ娘さんの 着ている 
ものを解いて ，その胸をあ らわしました・ 娘さんの着物を 解きました・ですから 私は，その， 
持っていた死者の 玉椀 を ，その娘さんの 喉もとに一所懸命こすりつけました・ そ j してい 
るうちに，だんだんに ，私の手の中で ，その死者の 玉 拉 が，とけていきました・そうして ， 
とうとう手の 中で，その死者の 玉椀がすっかりなくなってしまいました・ とけてしまいま 
一 61 一 
pon@menoko@heseturiri ， sikmakaka@ruwe@ne@hine ， orowa o@neoro@ka@arka 
ka@somo@Id@no@ki@p@ne@kusu ， ray@hi@ne@kusu,@nani@hopuni@hine@mono@a 
ruwe@ ne  
easir@ka@nispa@opita@nea@kotan-kor-nispa@ne@Cki@nupe@tura,@ "@nei@wa 
ek@okkaypo@an@kusu@tap@ene@tane@anakne@aniwkes@wa@cisan@kor@okaan@a@p 
ene@asiknure@wa@aikore@siri ， nei@un@okkaypo@an@kusu@amatnepoho@siknu 
siri@ene@an ， "  sekor@kotan-kor-nispa@ cis@tura@hawean@kor ， o kami@ a on- 
kami@a ， kotan-kor-nipa@utar@ka@opitta@Snep@siri@ne@ikoonkami@rok@ikoon- 
kami@rok@kor ， "@hokure ， n p@ka ， ikor@ne@ciki ， emus@ne@ciki ， yay raykeipe 
asanke@kusu@ne@na@ne@na ・ "  sekor@haweoka@kor ， cise-kor-nispa@ikor@ikir 
emus  ikir  sawokuta  k rka,"nepka‖kor〉usuy〔a《omo〔i｝］e］a ， patek 
akor@rusuy@ pe,@ Sne@kikeparse@inaw@ sinep  akor@rusuy ， k  ， keweri@no 
akar@wa@oraun ， ne@kikeparse@inaw@osoroho@aoenke@wa ， aikor @yak@tan@pe 
patek@ akor@ rusuy@ pe@ ne@ na ・ "@ sekor@ haweanan   
akusu@"@hawe@po@pika@pirka ・ " se or@haweoka@kor,@inawke@kur@inawke 
hine,@ki   eparse@inaw@akar@hine@aikore@(o@ ・ ，， )@osoroho@aoenke@kane@hine 
aikore@hike,@akor@hine@soyosmaan@rapok@ta@ne@pon@menoko@anakne,@neoro 
ka@arka@ka@somo@ki@p@ne@kusu,@hopuni@wa@mono@a,@isoytak@kor@an@rapok, 
asinuma@anak@soyosmaan@hine@orowano@suy ， h yupuan hine@ekan@hine ， 
auni@ta@sirepaan@akusu@ ayupihi@hemuymuye@hine@hotke@hine@an   
hi@kusu@awosmaan@hine@nani@hotke@wa@an@tapsutuhu ， nea@kikep rse 
inaw@ ani@ asirkootke ， orowano@ asirkorarirari@ kor@ itakan@hawe@ ene@ an@ hi   
  "@aweyyupi ， ne @eekar@kusu ， ene@aynu@nispa@inunukeas@sine@matnepo 
takup@ne@W8@kor@pe@ene,@ekor@rusuy@kor@patek@ean@W8@utukari@ta@utukari 
ta@ene@na@neun@neun@eyki@wa ， kamuy@ikopak@kuni@p@ene@eki@siri@an@wa 
kusu ， aepakasnu@kusu@tap@ikian ・ te wano@neno@somo@eyki@yakun ， somo 
aepakasnu ， te@wano@ka@suy@neno,@aynu@or@un@eyrara@wa,@ne@yakun@kamuy 
opitta@oro@wa@aikoypak@wa@wenkamuy@ne@aikarpa@oasi@ruwe,@ ene@an@hi 
ne@yakun@neno@te@wano@ka@suy@eyaynu@eyki@kuni@eramu@yakun,@ tan@inaw 
ani@aeotke@wa@aerayke@aetoykopakasnu@kusu@ne@na@ne@na ， "@sekor@ yupihi 
asiyekimatekka@kor ， asirkorarir(i)ari@akusu@orowano@ iyunin@ wa@n wap 
hawko@ tesesatki@ kor ， "@te@ wano@ anak@ somo@ neno@ ikian@ kusu@ ne@ na ． te 
wano@ anak@somo@neno@ ikian@ kusu@ ne@ na ， aakihi ， siknure@ ,wa@ ikore ， 
ikore ， "@sekor@ aweyyupi@hawean ， "@sonno@ eno@somo@ eyki@kuni@ eramu 
ya?@"@sekor@haweanan ， "@son o@somo@neno@yaynuan ， somo@i   i @kusu@ne 
na@ne@na ・ "@sekor@hawean@hi@kusu@ora,@nea@inaw@aetaye@ruwe@ne   
hine@orano@easir@ka ， iruskaan@kor@anan;@ora@kotan-kor-nispa ， "@tapne 
一 62 一 
した．すると ，その娘さんは ， ほ う一 っと月、 をつきました・ 目をぱっちり 開きました・そ 
して，それからどこも 悪くなくてこ う なったのですから ，死んだのですから ，娘さんはす 
ぐに起き上がって ，坐りました． 
それはそれは 長者 方 はかんな，その 村長さんも，涙を 流して「どこからかおいでになり 
たお若い方のおかげで ， このように私どもは ，生き返らせることができなくて 泣いていま 
したものを，このように 生き返らせていただ い たのでしょう・どこの 若いお方のおかげで ， 
私の娘が生き 返ったのでしょう・」と ，村長さんは・ 泣きながら言って ，礼拝を繰り 返しまし 
た．村長の一族の 方々もめたな 一様に，私に 礼拝を繰り返しています・ 「早く， 何か，宝 
物でも，刀剣でも ，お礼の品物をお 出ししますから ，さあ どうぞ，どうぞ・」と   占いながら， 
家のご主人は ，宝物の山，刀剣の 山をどんどん 出して来ました・でも 私は，「何も 欲しいも 
のはあ りません． ただ一つ欲しいものは ， 一本の削り花のふわふわした 本格 ( 木を削って 
作った御幣 ) を一本欲しいのです・ ですから， 丈高く作って，そしてその 削り花のふわふ 
わした本格のお 尻をとがらせて 下されば，それだけで 結構です，ほかには 欲しいものはあ 
りません．」 と言いました． 
すると彼らは「それは ，なおいい，なおいい・」と 言いながら， 木 幣を削ずる人は 木幣を 
削って，削り 花のふわふわした 木幣を作ってくれました・そのお 尻をとがらせてくれまし 
た．私はそれを 持って外へとび 出しました．その 間にその娘さんは ， どこも痛くはあ りさ 
せんので，起き 上がって坐り ，話をしていましたが ，その間に私は ， 外へとび出して ，そ 
ねからまた，走って 帰って来て ， 家に着きますと ，兄が頭からふとんをかぶって 寝ていま 
した． 
それで私は家にとび 込んで，すぐに ，寝ている兄の 肩を，その削り 花のふわふわした 本 
格 で ，激しく突きました・それから ，ひどくぎゅうぎゅう 押さえっけながら ，このように 
話しました・ 「性悪兄貴，何をするために ， あ のように人間の 旦那が，かわいそうに ， 一 
人の娘しかいないのに ， あ のようにおまえは 欲しがってばかりいて ， しょっちゅうしょっ 
ちゆう，あ んなふうに，まだいろいろ ，なんとかかんとかして ，神様からとがめられるよ 
うなことを， あ んなふうにしているから ，おまえをこらしめるために ， こ う するのだ・ こ 
れからあ んなことをしないならば ，こらしめない・これからもまた ，そのように ，人間の 
ところで，悪さをするのであ れば，私達は 神様みたがからとがめられて ，悪神にされてし 
まうのだ．だから ，おまえがあ あいうことを，これからもまたよくないことを 考えたりし 
たり， しょうと 居、 う なら， この木 幣で 突いて殺してやるぞ・ひどくこらしめてやるぞ ，い 
いなりと，兄をおどしながら ，ぎゅうぎゅう 押さえっけますと ，兄は痛いので ， う なり声 
をあ げながら，「これからは ，あ んなことをしないから ， あ んなことをしないから ， 弟よ ， 
どうか生かしておいてくれ よ ，頼むよ・」と 性悪者の兄が 言いました・ 私が「本当にそのよ 
うにしないと 思 う かりと言いますと ， 兄は「本当にそんなふ う に考えないし しないか 
ら ，ねえ頼むから ! 」と言いますので ，私はその木幣を 抜いてやりました・ 
それから私はひどく 腰 だたしい気持ちでいました・ それから村長さんに ， 「かくかくし 
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かじかで，私達は 雪狐の兄弟ですが ，性悪者の兄が 悪い心を持ったために ， あ のようにあ 
なたの娘さんを ， 何回も， 殺そうとしましたけれども ， 弟の神， つまり私が助けたので 
す．」 ということを ， 穿 て告げてやりました・ その村長に，そのように 夢を見させます 
と，それから 村長さん達は ，お酒を造りました・おもちを 作るやら，お 酒を造るやらして ， 
食べ物のよいの ，おもちのよいの ，本格めよいのがたくさん ，本格の 山 ，おもちの 山 ，お 
酒の山が私の 家へ次々に届けられて 来ました・ 
そしてそれから 今度は，私は 神様 力みたがを呼んで 来ました・大勢の 神様を呼んで 来ま 
した・すると ，村の守り神の 小烏，神様の 小鳥がこう言いました・「あ なた 方， 雪 狐の神様 
達 ， どうもあ りがと う ．今まであ なた方は ， 人に知られない 神でしたが， このようによい 
心を弟さんが 持っておられるために ， これからは， まつられることになるでしょう ， まつ 
られるでしょう．そうしたら ， あ なた方は立派な 神になります．それから ，神の国でも 何 
か酒盛りでもあ るようなときには ，あ なた方も呼ばれることになります・ 今からでも， 神
々にまじって ，神の仲間入りをするのです． あ なた方は，本当に 霊力のあ る ( えらい ) 方で 
したけれども ， なるほどねえ ， 今まであ なた方ほ 気づかれないでいらっしゃいましたが ， 
このような本当にえらい 方々だったのですねえ・それなら ， これからほ，丁重にまつられ 
もするでしょうし ， また神の国でも ，酒盛りに仲間入りなさることになるのです・ まこと 
にまことにうれしく ， あ なた方に，いや ， あ なたに， お礼を申しますよ・」と ， 村の守り 
ヰ 中の小烏が，私に 何度も何度もお 礼を言いました・ 私は，神様 方 かんなにその ，おもちだ 
のお酒だのをごちそうしてもてなし ，本格 も ， かんなに配りました   
それからほ，その 長者，村長さんは ， どこでお酒を 手に入れても ，私をまつってくれま 
したので，本格でもお 酒でも，沢山，次々と 私のところに 届けられて来ました・それから 
本当に神様の 小烏がおっしやったとおり ，神の国でも 酒宴のごちそうが 届いたときほ ，私
達も招かれて ，神の国で神々みんなと 一緒に参加しましたので ，私達のところにもこのよ 
うにごちそ j の山が来ますと ，またお返しに 神々をお招きしました． 
それ以来，私達が 住んでいることが ，神様にも人間にも 知られるよ う になりました・ そ
の時までは私達は 知られませんでした・ 神，本当にえらい 神でしたけれど ，私達は知られ 
ないでいたのでしたが ，下流の方の 村の村長の娘さんを 救って，生き 返らせたことがもと 
になって， まつられるようになりましたので ，そのお話をしたのですよ ， 
と ，電弧様の兄弟の ， 弟のほうが話しました ， という短い昔話ですよ  
これでおしまいです． オワ リ ! 
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